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「火災対応」避難訓練。児童は素早く対応できた！

１１月６日(金)の２時間目を中心にして、本校では、

今年４回目となる避難訓練(火災対応)を実施しました。

出火が調理室であることを確認した後、それらも考慮

しながら担任の誘導に従って校庭に集合しました。

放送直後から要した時間は３分２５秒。前回の校庭集

合よりも約１分早く集合することができました。やはり

訓練を重ねる毎に迅速さや協力性も高まったことを感じ

ました。今回の避難訓練から学習したことは、自分の家

迅速な行動で素早く全員集合！や旅行等でも生かすよう児童には伝えましたので、家庭で

の確認や協力も宜しくお願いいたします。

また、今回は消防団・消防署とも連携して、その様子を確認していただいたり、その後の消火

練習で教えていただいたりするなど、火災対応についてのご協力もいただきました。署長さんか

らは「素早く協力して避難できました 「きちんと整列して話もしっかりと聞くことが出来て。」

います 」など、お褒めの言葉もいただき、児童の頑張りも認めていただきました。。

１・２年生は、その後休み時間を利用して、消防車・救急車見学もさせていただきました。新

しくなった消防署の見学は次年度の４年生からです。その学習も今から楽しみです。

安全守り隊の協力に感謝！今後は班で協力して登校！

４月から始まった「安全守り隊」の皆さんからの登下校時の見守り活動

も、１０月で終了しました。そして、そのお礼と感謝の気持ちを、２０日

に行われた「老人クラブ交流会」で伝えてきました。当日は、児童代表の

作文(３名分)を読ませていただき、その他の児童作文も届けてきました。

また、安全守り隊の協力もあり、４月～１０月の交通事故はありませんでした。今後は児童が

自分たちで協力しての登下校となりますが、残り４ヶ月間、雪道等でその登下校も更なる心配も

。 。出てきます 保護者の皆様方の協力もいただき安全な登下校となるよう宜しくお願いいたします

６年間、私たちのために見守りをして下さりありがとうございました。そのおかげで、１回

、 。 。も交通事故にあわず 安全に学校に通えることができました 本当にありがとうございました

その他にも「おはよう」などのあいさつが、大きな声で言えるようになりました。これから

も私たちを見守って下さい。６年間、ありがとうございました。 ～児童代表作文より～



人権週間（12/4～12/10）が近づく。命・人を大切に！

毎年１２月上旬は「人権週間」となっていて、今年も上記の期

間が人権週間となっています。本校でも「人権学習」を進めます

が、各学年で人権に関する映像(ＤＶＤ等)を見たり、人権標語を

考えたりと、いじめ・差別・思いやり等について深く考えます。

今、本校で取り組んでいるエリアサポートの研究でも、相手理

解の基本を「みんなちがって、みんないい 」のキーワードで統一。

して進めていますが、これは人権にも通じる視点だと思います。

体の大きさの違い、個性の違い、得意・苦手の違い、など。人

、 、 、は他人とは基本的に違うことが当たり前であり 家族だとしても全く同じではありません また

、 、 。自分と違うことで いじめたり優劣をつけたりすることは 決して許されることではないのです

１２月７日の業間での「校長の話」で児童には伝えますが、友達との違いを「区別 「差別」」

に使っては絶対にいけません。うらやましくなったり自慢したくなったりしても 「相手の気持、

ちを考えて」その言動が正しいかを再考してから発するべきです。また、いじめやいたずらなど

の場面を見た時には 「思いやりの心」で、勇気を出して 「やめようよ」と発するべきです。、 、

学校でも十分に気をつけていますが、家庭でも、そのような言動には十分気をつけていただく

と共に、そのような際には、その心境や背景を聴いていただき、必要な時には、学校にも相談し

てしっかりと「思いやりの心を育てる」ことにつなげたいと思います。宜しくお願いします。

栗生楽泉園を６年生が訪問。草津にある歴史等を学ぶ！

１１月１８日(水)の３・４校時に、６年生が栗生楽泉園を

訪問し、藤田自治会長さんの話を聞くと共に、重監房資料館

にも行き、草津にある「ハンセン病施設」の歴史等を学んで

きました。

この訪問は、昨年度から始まった活動で、中学校でも実施

している活動です。また、上記の人権学習にもつながる重要

、 。な活動でもあり 差別に対する深い理解にもつなげています

藤田自治会長さんからの話児童は、まずは藤田自治会長さんから３０分程度の話を聞き、

この施設の歴史や差別の酷さなどを直接聞いてきました。

また、その後の「重監房資料館」の見学では、厳しく過酷

な現場を直接見たり感じたりしてきました。

地元にある過去の歴史や状況等をしっかりと理解すること

が出来たと思います。近くにありながらなかなか訪問できな

い部分もありますが、今回の学習(訪問)を通して、正しい理

解と人権意識の向上につなげたいと思います。ご家庭でも今

重監房資料館の見学回の訪問や人権についての話題にしていただければと思います。


